
（１）(農)にこにこファーム新庄でモデルとなる取組を
開始

圃場整備を契機とした松江たまねぎの産地づくり

（１）松江市でのほ場整備を契機とした水田園芸の
推進
新庄、大野、西長江地区

において大区画ほ場整備を
契機に、担い手確保のため
の集落営農組織の法人化
と高収益作物として水田園
芸品目（キャベツ・ミニトマト
・たまねぎ）の導入を推進。

（２）新庄地区で水田園芸品目を導入
先行する新庄地区では、R2年に「(農)にこにこ

ファーム新庄」を設立し、整備完了後のほ場約45ha
で、水稲栽培に加えて、水田園芸品目（たまねぎ）
を導入。

１．取組の背景

（１）目標５haに向けた作付面積の拡大
機械化体系整備により効率の良い生産が可能とな

り、順調に面積を拡大してきたが、Ｒ６年産は連作障
害（べと病発生等）により減収したため、R７年産は作
付面積を現状維持。

３．取組の成果

（１）排水、雑草、石礫、連作障害等の対策を徹底し、
目標単収5ｔを確保。

（２）人員配置の見直しや機械を集落内外で最大限活
用する等によるコスト削減と販売単価を確保するこ
とで、収益性を向上。

（３）「松江たまねぎ産地ビジョン」の実現に向け、機械
の共同利用等の具体的 な取組を明確にし、実践
に移行。

４．課題と今後の取組方向
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＜問合せ先＞東部農林水産振興センター農業振興部 松江地域振興第二課 0852-32-5689

にこにこファーム新庄
津森代表理事組合長

初めてのたまねぎ大規模栽培で苦
労が多く、県の専門家による指導
がもっとほしい。引き続き5haまで
の拡大に向けて取り組んでいきま
す。

代表者から一言

新庄
大野

西長江

新法人設立のほ場整備地区
（R7年1月時点、設立予定を含む）

①高収益作物として“たまねぎ”を選定
作業が機械化され、水稲との労力分散可能。

②「たまぷろチーム」（R2.4月)による生産体制づ
くりと関係機関の支援
栽培経験のある営農部長が牽引し、女性・高齢

者も管理作業に参加する生産体制をつくり、関係
機関も松江市、JA,、県の担当が連携してサポート
体制を構築。
③機械化体系を整備

目標面積５haに対応する中規模機械化体系を
整備。
④Ｒ６年産から栽培上の課題解決に向けた取組
連作障害対策としてブロックローテーションの徹

底。
土壌排水が悪く生育不良となるため、サブソイ

ラーの施行。
労働時間縮減に向けた人員配置の適正化の検

討。

２．取組の経過及び概要

【モデルの根拠】
単価：JAしまね青果市場向けたまねぎ
過去5年加重平均／資材費・動力光熱
費：新庄R4～5年実績／減価償却費：
5haモデル機械体系／施設利用・販売
経費： JAしまね広域玉葱調製保管施設
利用料／人件費：目標61.8時間

たまねぎ収益モデル（R５年産）
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にこにこファーム新庄の単収と作付面積の推移

（２）他地区へ波及と「松江たまねぎ産地ビジョ
ン」づくり
新庄に続く、大野・西長江のほ場整備地区での

取り組みに波及させ、松江地区全体でのたまね
ぎの産地づくりビジョンを明確にし、産地としての
仕組みづくりや生産部会の設立に繋げることが
必要。

新庄の実証をもとに、5ha
の中規模機械化体系にお
ける「たまねぎの収益モデル
」と松江地区全体の「松江た
まねぎ産地ビジョン」を提案
し、関係機関で合意形成。

（２）松江地区の「収益モデ
ル」と「産地ビジョン」の提案


